
平成 24 年度

第 1 回

ヤングボランティアスタッフ会議

平成 24 年 3月 31 日 福音公園オープニングイベント

日時：平成 24 年 5 月 26 日(土) 14:30～16:00

場所：愛媛県立図書館 2 階第 2 会議室
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協働で支える
ヤングボランティア推進事業

ヤングボランティアセンター 活動報告

＜ヤングボランティアセンター＞

＜シャッターボランティア＞

＜献血呼びかけボランティア＞

平成23年度

震災関連の取組

３月26日 応援メッセージパネルを設置

現状を知りたい →
自分たちにできることを考えよう

５月29日 ヤンボラスタッフ会議

震災関連の取組

自分たちにできることを考えよう →
修学旅行生を迎えよう

７月2日 東日本大震災復興支援を考える高校生講座

上田知子先生を講師としてお話をいただき、意見交換をしました

99月、被災地の修学旅行生が来県することが決定月、被災地の修学旅行生が来県することが決定

震災関連の取組

10月１日 ヤングボランティアスタッフ会議

メッセージカー
ドをクリアファイ
ルに入れて手
渡したい。

10月30日 シャッターボランティアｉｎ松山城

読み聞かせボランティア活動

7月30日 講習会及び実技指導会

参加 14名 ・ 教諭1名

講師の丸山康子先生 持ち方から練習します

おはなし会・キッズフェスタで実演

8月6日 おはなし会に参加 参加 3名

県立図書館で実演 アイテムえひめで実演

10月15・16日 キッズフェスタに参加 参加 7名

Inaba
テキストボックス
１ 平成23年度活動内容報告
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シャッターボランティア活動

4月30日 フィールドワーク 参加 10名

5月3・4日 松山城 参加 31名

7月31日 松山城・来島海峡展望館 参加 33名

8月7日 ちびっこ甲冑試着体験 参加 8名

10月30日 松山城 参加 8名

1月15日 松山城 参加 13名

シャッターボランティア活動

天守閣前 のぼりでお知らせ 着付け用甲冑

来島海峡展望館前 甲冑着付けの様子 子ども用甲冑

献血呼びかけボランティア

６月12日 大街道献血ルーム 参加 8名

７月16日 エミフルＭＡＳＡＫＩ 参加 14名

９月11日 イオン今治

９月25日 大街道献血ルーム

１月９日 エミフルＭＡＳＡＫＩ

参加 9名

参加 4名

参加 7名

ヤンボラホームページへのリンクをはっていただきました

イオン今治 大街道献血ルーム エミフルＭＡＳＡＫＩ

その他のボランティア活動①

６月18日 ボランティア交流活動 参加 5名

長浜高校水族館部を訪問

7月9日・12月３日 ニコニコ広場
みなら特別支援学校ＰＴＡ行事ボランティア

参加 7名

その他のボランティア活動②

12月10日 クリスマス会ボランティア 参加 ４名

余土南払川第一町内会・子ども会

12月17日 共同募金ボランティア
赤い羽根共同募金歳末たすけあい街頭募金

参加 14名

高校生ボランティアネットワーク①

ホームページ開設 昨年度27回更新

県内高等学校へ
のアンケート調査
を公表

活動予定を
お知らせ

ボランティア活動後、
すぐ報告を掲載
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高校生ボランティアネットワーク②

学校と関係機関へ
活動情報やヤンボ
ラ新聞を配布

モデルプログラム開発事業①

10月26日～10月29日
椿小学校区通学合宿

参加 9名 児童 20名

①平成21年度 久米公民館

②平成22年度 堀江公民館

③平成23年度 余土公民館市坪分館

「協同で支えるヤングボランティア推進事業」

地域の活動へ参加する機会が生まれた

えひめ子どもチャレンジ支援機構えひめ子どもチャレンジ支援機構と連携

モデルプログラム開発事業①

10月26日～10月29日
椿小学校区通学合宿

参加 9名 児童 20名

合計7回の事前ミーティングを重ねました

モデルプログラム開発事業①

10月26日～10月29日
椿小学校区通学合宿

参加 9名 児童 20名

食事づくり 入浴指導 宿題 ふれあいタイムなど

モデルプログラム開発事業②

1２月18日～進行中
福音公園づくり

参加 14名

平成23年３月に橋脚にパネルを設置 被災地へのメッセージも併置

H23年度より活動開始

モデルプログラム開発事業②

2月までに計7回のミーティングを重ねています

ありがとうのメッ
セージを集めます



３月３１日のオープンに向けて活準備！

モデルプログラム開発事業②

ありがとうの樹 園名板 福笑い

イベント班・アート班それぞれで活動しました。

３月３１日福音公園オープニングイベント

モデルプログラム開発事業②

参加 14名

楽しかった
けん！！

協働で支える
ヤングボランティア推進事業

ヤングボランティアセンター 活動報告

平成23年度

ありがとうございました
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２ 平成24年度ヤングボランティアセンターの主な年間活動予定（案）

４ ○松山城周辺フィールドワーク

○スタッフ会議等の打合せ・準備

○学校訪問及び下記書類の郵送

スタッフ登録用紙、担当者等調査用紙、ヤンボラ新聞の配布

５ ○ＧＷ中のシャッターボランティア（松山城・南予地域）

○スタッフ会議（今年度の活動計画）

６ ○スタッフへアンケート実施などにより、高校生のボランティア活動とりまとめ

○献血呼びかけボランティア（大街道献血ルーム）

７

○夏休み中の活動への準備（読み聞かせ講習会、献血呼びかけなど）

○献血呼びかけボランティア（夏の献血キャンペーン）

○夏の観光シーズン中のシャッターボランティア（松山城・東予・南予地域）

○読み聞かせ講習会

８

○読み聞かせ実演（県立図書館お話会）

○ちびっこ甲冑試着体験ボランティアシャッターボランティア

○前期の活動情報をまとめ、学校等へ配布するチラシなどを作成

９

○学校訪問

これまでの活動状況説明、スタッフ会議への参加

スタッフへアンケートなどにより秋の活動への参加状況を把握

○スタッフ会議

夏休みの活動などこれまでの反省、秋以降の活動計画を立案

10
○秋の観光シーズンのシャッターボランティア

○通学合宿（未定）

11

○生涯学習まつり（壁新聞を作成）

チラシ配布など活動状況説明

スタッフへアンケートなどにより今後の活動への参加状況を把握

12 ○子ども会との連携活動（クリスマス会プロデュースなど）

○福音公園づくりの準備

１ ○ヤンボラ新聞作成

○献血呼びかけボランティア（冬の献血キャンペーン）

２ ○ヤンボラ新聞作成

○福音公園づくりの準備

３ ○学校訪問

活動報告 次年度の案内
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活動してみたいこと等 話し合いＭＥＭＯ 赤字は高校生から出た意見です。

1 活動をよりよくしていこう

・道後温泉など場所を拡大したい。

・外国人向けの甲冑のパンフレット（英・中・韓）や、英語の案内ボードをつくる。

・ヤンボラの知名度を上げていきたい。

２ 被災地への支援活動

・今年も修学旅行生を迎えたい。

・応援メッセージをキルトで作成する。

・えひめ産品を持って、東北へいく。

・スタッフで製作したものを送る。

３ パークサポーター制度

・大人数でも大丈夫なので賛成。

・敷地をヤンボラの活動でどのように利用できるか考えたい。

・堀之内の清掃活動もやりたい。

４ その他

・地域の活性化につながる活動をしてみたい。

・福音公園で夏のイベントをしてはどうか。



1 川之江高校 0 0 0 0 0 0 0 2

2 今治工業高校 0 0 0 0 0 0 0 1

3 今治北高校 0 0 0 0 0 0 40 0

4 今治精華高校 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 41 3

5 北条高校 20 6 14 20 0 0 28 18

6 松山東高校 1 0 1 0 1 0 6 2

7 松山西中等教育学校 132 18 114 19 41 72 53 65

8 松山南高校 0 1 1

9 松山北高校 7 0 7 3 2 2 7 1

10 松山中央高校 8 1 7 2 6 0 6 0

11 松山工業高校 0 1 0

12 東温高校 4 4 0 4 0 0 5 12

13 上浮穴高校 8 0 8 0 8 0 0 1

14 伊予農業高校 0 0 1

15 伊予高校 27 6 21 24 2 1 5 4

16 中山高校 0 3 0

17 新田青雲中等教育学校 5 1 4 0 2 3 7 13

18 済美高校 49 12 37 7 7 35 2 16

19 聖カタリナ女子高校 2 0 2 0 1 1 1 1

20 未来高校 0 0 1

21 松山聖陵高等学校 0 5 0

22 松山城南高校 9 7 2 2 6 1 0 0

23 新田高校 0 1 0

24 愛大附属高校 16 3 13 7 2 7 17 4

288 58 230 88 78 122 148 140

25 川之石高等学校 0 0 0 0 0 0 9 0

26 宇和島東高校 2 0 2 0 0 2 0 0

27 宇和島南中等教育学校 11 2 9 6 5 0 0 0

13 2 11 6 5 2 9 0

301 60 241 94 83 124 198 143

1 1 0 1 2 2

1 1 0 1 2 2

302 61 241 200 145

内訳） 男子 32 男子 23

女子 168 女子 122

平成24年度ヤングボランティアスタッフ登録状況

東
予

番号 校 名 （参考）Ｈ22登録数（参考）Ｈ23登録数

平成24年5月16日現在

小 計 … ①

（参考）Ｈ22登録数

男 女Ｈ24登録数

Ｈ24登録数 （参考）Ｈ23登録数

1年

1年3年

2年

Ｈ22登録数全

（参考）
Ｈ22登録数

（参考）
Ｈ22登録数

Ｈ23登録数

1年

合 計 （ ①＋②＋③＋④ ）

男 女Ｈ24登録数

Ｈ24登録数 3年

大学・短大・専門学校生

小 計 … ③

校 名

合 計 （ ①＋②＋③ ）

校 名

小 計 … ②

中

予

そ
の
他

女

男 女校 名 2年

2年

3年

男

南
予

番号

小 計 … ④

番号
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『『
松
山
市

松
山
市
パ
ー
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

パ
ー
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
』』
と
は

と
は

『『
松
山
市

松
山
市
パ
ー
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

パ
ー
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
』』
の
認
定
条
件

の
認
定
条
件

①
堀
之
内
の
一
定
範
囲
の
清
掃
美
化
活
動
や
利
用
マ
ナ
ー
啓
発
活
動
を
行
え
る
こ
と
。

②
年
２
回
以
上
の
活
動
が
で
き
る
こ
と
。

③
住
民
団
体
、
学
校
、
企
業
等
の
各
種
団
体
で
あ
る
こ
と
。

市
か
ら
申
請
者
に

パ
ー
ク
サ
ポ
ー

タ
ー
認
定
書
を
交

付

市
へ
パ
ー
ク
サ
ポ
ー
タ
ー

申
請
書
を
提
出

※
申
請
書
は
公
園
緑
地
課
お

よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

【
松
山
市
】

•
活
動
内
容
の
確
認

•
申
請
者
の
審
査

パ
ー
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
は
年
度

末
ま
で
の
活
動
予
定
日
や

活
動
内
容
を
計
画
し
て
市
へ

提
出
し
ま
す
。

【
松
山
市
】

ご
み
袋
、
軍
手
等
の
提
供

参
加
申
込
み

随
時
受
付

認
定
書
の
交
付

活
動
計
画
書
の
提
出

清
掃
美
化
活
動
等
の
実
施

パ
ー
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
は
年
度
末

ま
で
の
活
動
報
告
書
を
市
へ
提

出
し
ま
す
。

４
月
以
降
も
継
続
し
て
活
動
さ

れ
る
場
合
は
、
次
の
１
年
間
の

活
動
計
画
書
を
提
出
し
ま
す
。

活
動
報
告
書
の
提
出

（
３
月
末
ま
で
に
）

松
山
市
都
市
整
備
部
公
園
緑
地
課
城
山
公
園
整
備
担
当
℡
０
８
９
－
９
４
８
－
６
８
５
２

●
私
た
ち
市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
城
山
公
園
堀
之
内
地
区
の
管
理
に
貢
献
す
る
清
掃
、
除
草
、
植
栽
、
利
用
マ
ナ
ー
啓

発
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
パ
ー
ク
サ
ポ
ー
タ
ー
に
認
定
さ
れ
た
団
体
に
対
し
て
、
松
山
市
は
必
要
な
ご
み
袋
や
軍
手
の
提
供
な
ど
活
動
を
支
援
し

ま
す
。

●
１
年
以
上
継
続
し
て
活
動
さ
れ
た
団
体
に
は
、
ご
希
望
に
よ
り
活
動
範
囲
と
同
等
面
積
の
広
場
を
１
日
限
り

１
年
以
上
継
続
し
て
活
動
さ
れ
た
団
体
に
は
、
ご
希
望
に
よ
り
活
動
範
囲
と
同
等
面
積
の
広
場
を
１
日
限
り
無
料
で

無
料
で
占占

用
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

用
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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【日時】 【場所】　　大街道商店街特設会場

【登録費】無料 (但し交通費、食事代は自己負担) 【応募締切】 

【ボランティアの種類と活動内容）
① 学校担当ボランティア　　　am7:40～pm5:20（予定）　　定員72名（先着順）

② タイム・キーパー　　　　am9:00～pm0:10（予定）　　定員24名（先着順）

【登録資格】

【事前説明会の日程】

松山大学

〒790-8578

松山市文京町4-2

教室は未定（後日、発表します）

まつやまNPOサポートセンター

「コムズ1-2会議室(3F)」

〒790-0003

松山市三番町6丁目4-20

詳しくは俳句甲子園公式ホームページ上に掲載のボランティア募集要綱をご参照ください。

7月17日(火曜日)

8月18日(土曜日)

ボランティア大募集！！

　各チームに原則２名が付き添い、プラカードを持っての入退場や句めくり、スケジュール管
理を行います。また松山に不慣れな高校生たちに昼食の案内や、希望があれば空き時間を使っ
て市内の案内もします。長時間に渡る活動ですが高校生たちと接する機会が多く、やりがいの
あるボランティアです。（高校卒業以上の方）

　大会当日参加可能な方で、（原則）事前説明会に参加出来る方。但し大変暑い中での活動で
すので健康面に不安のある方は御遠慮下さい。年齢制限は高校生以上とします（但し、学校担
当ボランティアは高校卒業以上）。高校生の方は保護者の承諾書が必要です。

第１５回俳句甲子園　全国大会
　今年で１５回目を迎え、松山の夏の風物詩として全国的にも知られるようになった俳句甲子園。毎年日
本全国からたくさんの高校生たちが松山に集い、汗と涙と感動の言葉のバトルを繰り広げています。そん
な高校生たちをボランティア・スタッフとしてサポートして頂ける方を広く募集しています。あなたの力
を貸して下さい.熱い夏にしましょう！！

　ボランティア登録希望者の方は、原則として事前説明会に参加しなければなりません。事前
説明会では当日のスケジュールや注意点、詳しい活動内容などを資料や映像を使って説明しま
す。
　これまでに2回以上のボランティア参加経験のある方は、事前説明会を免除出来ますが、大き
な変更があった場合はその限りではありません。また団体で参加の場合はこちらから出向いて
の説明会も可能です。

説明時間

①タイム・キーパー　　　３０分

②学校担当（経験者）　　３０分

③学校担当（初心者）　　８０分

場所

申し込み方法は、裏面へ

7/２９(日）
9:00～12:00

8/2（木）予定
18:00～21:00

8/8（水）予定
18:00～21:00

　各試合会場に２名が配置されます。試合の経過時間をストップ・ウォッチで計り、ボードを
使って残り時間を知らせる係りです。老若男女を問わず比較的どなたにでも出来る内容で、昼
食休憩までの午前中の活動となっています。（高校生以上の方）

日時

俳句甲子園公式ホームページ　　http://www.haikukoushien.com/

↓
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【申し込み方法】

〈必要項目〉　　※は必須です。

①※ 　　氏名（ふりがな） ②※ 性別 男性　・　女性

③※ 　　生年月日 西暦　　　　　　年　　　月　　　　日

④※ 　　郵便番号 〒（　　　　　　－　　　　　　　　）

⑤※ 　　住所 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑥※ 　　電話番号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

⑦※ 　　希望ボランティア 　　　学校担当ボランティア 　もしくは 　タイム・キーパー

⑧※     スタッフ用ポロシャツのサイズ（メンズサイズ） S / M  / L /  LL   (いずれか選んで下さい)

⑨※     携帯電話アドレス（学校担当ボランティア希望の場合、大会当日の連絡事項送信のため必須）

                                                                                                  

⑩　     PCアドレス                                                                                                   

⑪       その他（団体、数人で申し込みたいなど）                                                                     

 下記の「NPO法人俳句甲子園実行委員会」宛てに必要項目を記入の上、FAXも
しくはE-mailにて申し込み手続きを行って下さい。

なお、記入して頂いた個人情報につきましては俳句甲子園実行委員会の活動以外には使用致しません。

携帯サイトからも登録できます
↓

　ボランティア申し込みの手続きを済ませると、後日担
当者より登録確認の連絡があります。また、事前説明会
に参加して「俳句甲子園大会ボランティア規約」に同
意の署名を頂くことで正式な登録となります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

TEL・FAX ： ０８９－９４３－１５１２

E-mail  ：　volunteerhaiku@yahoo.co.jp
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ヤンボラスタッフのみなさんへ

子どもが主役！ 『あぷりこっと夏キャンプ！』へのご案内

■ 日時 ：8 月 2 日（木）～4 日（土）2 泊 3 日

■ 場所：興居島

■ 対象 愛媛県松山市近郊の幼児～小学生中心（３０名程度）

■ 費用：２０００円（食費、交通費、保険料）＊スタッフさんの参加費です

■ 目的

・さまざまな社会問題がはびこる中、子どもたちの問題も叫ばれていますが、

本当は、何もないものの中から、自分たちで工夫することによって、生きる喜びは沸いてくるものです。

今回は、限られた食材を使って、どのようにしたら食べれるか、子どもたちが中心になって、調理してもらい、

生きる楽しさを満喫してもらいたい。

・興居島は、歩いて 1 周できる島だそうです。自分の足で歩いて、1 周できたという、達成感を、このキャンプの収

穫として、どの子も持って帰って欲しい。

■ 高校生スタッフは何人？

全スタッフで最低 12 人は必要です。

子どもを 6 班に分けて、それぞれの班つきリーダーさんとして、二人づつ担当していただきます。

○ 高校生スタッフはどんなことをするのか

2 泊 3 日、サバイバル形式である一定の食材をもらって、島をウォーキングで 1 周するキャンプです。

宿泊するところは、集会所を予定しています。

その中で、交流会でどんな出し物やゲームをするかとか、夜の肝試しのコースと怖くするためにどんなお化けを用意

するかとか、キャンプすべてに色々なアイデアを出していただければ、うれしく思います。

そして、キャンプが終わった後は、スタッフさん、みんなにお願いしているのですが、

参加してくれた子どもたちに、思い出のお手紙を出していただければと思っています。

みなさんの積極的なアイデアで、キャンプを盛り上げてください。子どもたちの笑顔をたくさんもらえるはずですか

ら。きっと・・・・

ボランティアさんの、締め切りは、6 月 15 日（金）です。

連絡先 創造アトリエ あぷりこっと

大川 理恵 090-8280-3690
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Ｎ

松山★発見★伝

みんなでチャレンジ・みんなのチャレンジ ２０１２

この町に住みなにげなく過ごしている毎日、春夏秋冬、移りゆく季節を楽し

み、イベントに参加し…それも素敵だけれど

あなたたちが松山でやってみたいことや面白い場所を発見し、体験し、そし

て誰かに伝えてみませんか。松山のよいところ、松山だからできる、つまり

松山の隠れた宝探し…そして、自分探しの旅にでかけませんか。
ＰＯ法人 えひめ子どもチャレンジ支

e-mail :kouma@d6.dion.ne.jp FAX:089-960-1900

まつやまを

セールス

する！？

14
募集要項

対象：中学生・高校生・大学生・専門学校生

開催場所：青少年センタ― ３F 小ホール（築山町）

開催時間：平成 24 年 7 月 21 日（土）13 時～17 時

★まずは、最初の会です。自己紹介、グループ（必要に応じて）

分け、何をどのようにするか計画を立てます。

みんなで、心を合わせて「何か」をつくっていきます。

♥どんな意見も自由な発想でＯＫ！

ものはためし、ぜひ、参加してみてください。

それに…参加費はなんと！無料です

※(企画する内容によっては 500円までの保険料が必要になる場合

があります)

★問い合わせ先
援機構
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